
JP 2016-513861 A5 2017.4.20

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年4月20日(2017.4.20)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月6日(2017.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微多孔質膜と、前記微多孔質膜に貼付される拡散マットと、を含み、
　前記拡散マットは、孔の寸法が１μｍを超え、３時間の灯心試験により少なくとも２．
５ｃｍの高さを有し、
　前記微多孔質膜は、ポリオレフィン樹脂、ポリビニルクロライド樹脂、フェノール－ホ
ルムアルデヒド樹脂、または架橋ゴムである鉛蓄電池のセパレータ。
【請求項２】
　前記拡散マットは、３時間の灯心試験により２．５ｃｍ～１０．０ｃｍの高さを有する
請求項１に記載のセパレータ。
【請求項３】
　ＭＤ剛性が９０ｍＮを超え、ＣＭＤ剛性が４５ｍＮを超え、厚みが０．２ｍｍを超え、
および／または坪量が３５ｇｓｍを超える、請求項１に記載のセパレータ。
【請求項４】
　前記拡散マットは、合成繊維、ガラス繊維、またはその組合せからなる請求項１に記載
のセパレータ。
【請求項５】
　前記拡散マットはシリカを含む請求項１に記載のセパレータ。
【請求項６】
　前記微多孔質膜はゴムを含む請求項１に記載のセパレータ。
【請求項７】
　前記ゴムは前記セパレータ中に１２重量％以下含まれる請求項７に記載のセパレータ。
【請求項８】
　請求項１に記載のセパレータを有する電池。
【請求項９】
　前記拡散マットは、１２ｍΩｃｍ2以上の電気抵抗を有する請求項１に記載のセパレー
タ。
【請求項１０】
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　前記拡散マットは、０．５ｍｍ以下の厚みを有する請求項１に記載のセパレータ。
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